
令和７年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立嶺町小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・休み時間等も学習と関連した取り組みを継続して行ったことで、どの項目においても体力

が向上している傾向がある。 

 ・年度初めに各学年が系統的な指導を意識し、当該学年で何を身に付けるべきかをおさえ、

指導にあたることができた。 

 ・一斉一律な課題解決ではなく、児童が個々の実態に合った課題設定を行ったり、場を選択

したりしながら学習を進めていくことができるようになってきた。 

（２） 課題 

 ・児童がより運動の楽しさを味わうために、指導に生かすための評価が必要である。児童一

人一人の学習状況を把握し、適切に支援する方法を身に付ける必要がある。 

 

２ 東京都統一体力テストの結果分析 

（１） 結果（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

低 

男女ともに、50m走とソフトボール

投げが全国平均を下回っている。長

座体前屈と立ち幅跳びは全国平均

並か、わずかに上回っている。 

男女ともに長座体前屈が全国平均

を上回っている。男女ともに、20m

シャトルランが全国平均をわずか

に下回っている。 

男子はソフトボール投げ、女子は上

体起こしが全国平均をやや下回っ

ている。 

中 

男女共に 50ｍ走の結果が、全国平

均をわずかに下回っている。また、

女子のソフトボール投げも全国平

均をやや下回っている。 

男女ともに長座体前屈が全国平均

を上回っている。 

女子は、20mシャトルランが全国平

均をわずかに下回っている。 

男子はソフトボール投げ（巧緻性・

投球能力）、女子は上体起こし（筋

パワー・筋持久力）が全国平均をや

や下回っている。 

高 
男女ともに全校平均同等、長座体前

屈が全国平均をやや上回っている。 
男女ともに全校平均同等、長座体前

屈が全国平均をやや上回っている。 

男女ともにはソフトボール投げが

全国平均をわずかに下回っている。 

 

 

（２） 分析（観点別） 

①低学年 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・走力が低い児童が多く、そ

れによって他の技能も低

い傾向にある。 

・柔軟性や瞬発力は一定の水

準に達している。 

・遠くに投げるための動きな

どが身に付いていない児

童が多い。 

・意識調査の結果では、「友

達に教えてもらってでき

るようになった」と回答し

た児童が少ない。 

・意識調査の結果では、「で

きるようになったことが

ない」と回答する児童も

中・高学年よりも多く、技

能ポイントなどを知らな

い児童が多い。 

・意識調査の結果では、「体

育の授業が楽しい」と答え

る児童が９割を超え、意欲

的に学んでいる。 

・休み時間や放課後等に体を

動かす児童が中・高学年よ

りも少なく、体育の学習で

しか、運動機会がないとい

う児童も少なくない。 



 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動経験の差による基本的

な技能の差が見られる。 

・どのようにすれば技能が身

に付くかが分かっていな

い。自分の課題を見付け、

場や用具の使い方を十分

に理解して活用し、解決す

る経験が必要である。 

・運動に必要なこと、うまく

いくために必要なことな

ど考えた事を友達に伝え

ることができる時もある。 

・自己の課題解決に向けて、

練習の場を選択したり、自

分にあった練習方法を工

夫したりする力を身に付

ける必要がある。 

・課題に対する解決方法を伝

えたり、教え合ったりする

ことに課題が見られる。 

・安全に気を付けて運動を行

うことはできている。 

・普段の運動経験なども含め

た技能差により、運動へ主

体的に取り組む姿勢に差

がある。 

 

③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

＜５年生＞ 

・基礎的な技能は身について

いる児童が多い。 

・どうすればできるかが「わ

かる」段階までは多くの児

童ができている。一方で各

領域の技能が「できる」ま

ではいかない児童が多い。 

・観察カードや学習カードへ

の記入から、ポイントを理

解している児童が多い。 

 

 

 

 

＜６年生＞ 

・基礎的な運動能力に課題が

ある。（筋力・敏捷性） 

・ポイントは理解している

が、運動に繋げることがで

きない児童も少なくない。 

 

＜５年生＞ 

・自分の能力に適した課題を

見付け、できるようになる

ための場を選んだり、活動

を工夫したりすることが

少しずつできるようにな

ってきた。 

・友達と技のポイントを伝え

合ったり、チームでよりよ

くするために話し合った

りすることができる一方

で、考えたことや、アドバ

イスを友達に伝えること

が難しい児童もいる。 

 

＜６年生＞ 

・気付いたことを他者に伝え

ることができるようにな

ってきた。 

・自分の課題を把握し、解決

に向けて取り組むことが

できる児童がいるが、自分

に必要な課題が何かを具

体的に分かっていない児

童も少なくない。 

 

＜５年生＞ 

・器械運動など「できる」「で

きない」がはっきりする運

動ではできる技に取り組

むが、苦手な技には挑戦し

ない児童が多い。 

・運動に進んで取り組み、き

まりを守って運動に取り

組むことができる。 

 

 

 

 

 

 

＜６年生＞ 

・不得意な運動に対して、粘

り強く取り組むことが苦

手な児童が多い。 

・好きか、嫌いかで運動に取

り組む意欲が変わってし

まう児童も少なくない。 

・きまりを守って運動に取り

組むことができる児童が

多い。 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動遊びの特性に応じた楽し

さを味わわせるため、児童が

成功体験を得やすいように、

課題やルール、用具などを工

夫する。 

・投動作を習得するため、紙鉄

砲など、遊びを通して学べる

工夫を取り入れていく。ま

た、運動量の多い活動を多く

取り入れる。 

・児童が自分自身の課題を把握

したり、解決方法を考えたり

することができるように学

習カードを活用する。学習カ

ードは抵抗なく書けるよう、

記述を少なくし、選択肢から

選べるようにする。 

・友達のよい動きを見付けた

り、自分が工夫した動きを動

作や言葉で伝えたりする時

間を設定する。 

・児童がすすんで運動遊びに取

り組めるように、場や行い方

を工夫する。 

・楽しく運動遊びを行うために

は、規則やルールを守り、友

達と仲良く運動したり、勝敗

を受け入れたりすることが

大切であるため、守れている

児童を取り上げ、全体の前で

称賛していく。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・学習カードの工夫などをし

て、運動のポイントを押さえ

ることで、自己の課題を見付

けられるよう指導する。 

・具体的数値を計測したり、ICT

機器を活用して動きを撮影

したりすることで児童自身

が課題を見付けられるよう

にする。 

 

・個の課題にあった活動ができ 

るよう、教師からのアドバイ

スや、練習の場を提示し、そ

の中から選べるようにする。 

・授業の中で運動のポイントを 

言語化したり、掲示したりす 

ることや共通認識をする場を

設け、児童同士で伝え合った

り、教え合ったりできるよう

にする。 

・自分の考えをもったり、友達

に伝えたりするために学習

カードを使用する。 

・易しい場や課題から運動を始 

めたり、場を工夫したりする

ことによって個人に合った運

動に取り組み、すべての児童

が成功体験を積めるようにす

る。 

・児童の「やってみたい」を引

き出す単元計画を作成する。 

・児童自身が自己の課題を段階

的に設定し、活動を調整でき

るようにし、目標の設定の仕

方、スモールステップで上達

できるようなポイントを具

体的に示す。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・単元のゴールイメージをもて 

るよう、動画を視聴してポイ 

ントを見付ける活動を単元の 

最初に行う。 

・技能ポイントを明確にし、獲 

得できるような感覚づくりを 

行う。 

 

・課題を解決するために必要な 

方法、手立てを充実させる。 

また、それらを課題に応じて 

提示していく。 

・「身体の使い方」に着目して、

技能を向上させるために何

が必要かを考えられるよう

にしていく。 

・「できそうだ」「やってみたい」 

「上手になりたい」と思えるよ 

うな単元全体のゴール設定を 

心掛ける。 

・粘り強く取り組むことができ 

るよう、課題解決の時間を確 

保する。 

 


